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支部長 内田 靖 ○ 副支部長 西木 成男 三輪 全
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【第２回】

〇 8 月 25 日（日） 県立浦和商業高等学校

・ アンケート集計結果に関する協議

・ 論文の組み立ての検討・協議

・ 今後のスケジュールの検討 等

【第３回】

〇 11 月 23 日（土） さいたま市内

・ 論文の柱立ての検討･協議 等

【第４回】

〇 3 月 23 日（日） 与野本町ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

・ 論文の柱立ての検討･協議 等

今後は、論文記述や全国大会における発表準

備を進めてまいります。本研究成果が「ビジネ

ス（商業）教育の魅力を発信し、ビジネス（商

業）教育の課題に対応する」ものとなり、多く

の方々の教育実践の指針となることを目指し、

鋭意努力してまいります。会員の皆様におかれ

ましては、大いにご協力・ご活躍を期待してお

ります。



全 国 大 会 報 告
■松山大学（愛媛県）

■平成 25 年８月 17・18 日(土・日)

統一論題「ビジネス（商業）教育の魅力を発信し、ビジネス（商業）教育の課題に対応す

る」のもと、第 24 回全国(愛媛)大会が開催されました。

【講演】 ①「学校法人経営の経験を通じて認識した会計教育の重要性と課題」松山大学前

学長 森本三義 氏 ②「新学習指導要領の下での授業改善と学習評価」文部科学省教科

調査官 西村修一 氏 【統一論題報告１】 ①「マーケティング分野におけるケースメソ

ッドを活用した授業展開」 ②「『商業教育活性化方案の追求とその理論的考察のアプロー

チ』とりわけ、『一関活性化プログラム』の取り組みから『総合学習』への期待」 ③「行

政施策の調査研究」 ④「『ビジネス教育（商業）の魅力を発信し、ビジネス（商業）教育

の課題に対応する』における企業との連携体制について」 【統一論題報告２】統一論題パ

ネルディスカッション（本支部からは三輪氏が登壇） 【その他】 ①自由論題報告１０本

②日韓学術交流会 他 【本支部参加者】 内田 並木 三輪（敬称略）

●平成 25 年 10 月 19 日(土)関 東 部 会 報 告
【研究会発表及び発表者(所属・氏名)】

○ 「本校会計科における職業会計人への挑戦」 一県内各校の簿記・会計教育の現状をふま

えて一 群馬県立伊勢崎商業高等学校 佐藤 治彦 先生 渡辺 恵司 先生

○ 「新科目『電子商取引』について」 東京都立第四商業高等学校 大 林 誠 先生

○ 「体系的な商業教育について考える」 埼玉県立羽生実業高等学校 三ヶ尻 泰清 先生

○ 「百貨店のビジネス活動に学ぶ」一実践的商業教育の推進のために―

千葉県立千葉商業高等学校 西川 徳郎 先生

【特別講演】

○ 「『富岡製糸場と絹産業遺産群』の世界遺産登録について」
富岡製糸場世界遺産伝導師協会 会長 近藤 功 先生
★実教出版株式会社
★平成 26 年２月２日(日) 本 部 研 究 会 報 告
午前に行われた理事会では、平成 26 年度全国（北海道）大会の発表について議論が行わ

れました。侃侃諤諤の議論の末、統一論題「ビジネス（商業）教育の魅力を発信し、ビジネ

ス（商業）教育の課題に対応する」に絞った発表とし、自由論題の募集は行わないこととな

りました。午後の研究会は以下のとおりです。

【発表】 講演１｢今後の電子商取引の進展とネットショップ検定の取り組み｣

一般財団法人ネットショップ能力認定機構 理事 杉 浦 治 先生

講演２「高校生ビジネスプラングランプリの取り組みと商業高校への期待」

日本政策金融公庫 創業支援グループリーダー 森本 淳志 先生
＊＊＊ トピックス ＊＊＊ ◇ 平成 26 年度関東

Qiball(きぼーる) ◇ ◆ 平成 26 年度全国(北海道)

札幌学院大学 ◆ □ 本部事務局推薦理事に、文部

戸田勝昭氏が就任。本学会の知見拡大・各機関連携に

【参加者】 内田 梶 西木 辻本 並木 三ヶ尻
●高崎商科大学（群馬県）
部会(千葉支部主催) 10 月 18 日(土)

大会 ８月 23 日(土)・24 日(日) 於：

科学省視学官 永井克昇氏と全商理事長

大きな道筋が整う □

三輪（敬称略）


